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会  議  録 
                             平成２５年６月１７日調製 

審議会等名 平成２５年度 第１回 社会教育委員会議及び公民館運営審議会 

公開の別 全 部 公 開 

開催日時 平成２５年５月３０日（木） 午後２時～４時１５分 

開催場所 三条中央公民館 大集会室 

傍 聴 者      な し 

報道機関      三條新聞社 

出席者氏名 

委員 

（１２人） 

 

 

（欠席者） 

阿部 凉子委員（議長） 桑原 理委員   村田 洋子委員 

倉品 章委員      諸橋 信子委員  土屋 文舟委員 

高橋 清委員      米山 文子委員  弥田 正蔵委員 

石原 房子委員     石黒 正晴委員  佐藤 英夫委員 

小野島 臣儀委員    安藤 正之委員  阿久津 文雄委員 

職員 

（１６人） 

宗村市民部長  金子生涯学習課長兼中央公民館長兼東公民館長 

高須図書館長兼歴史民俗産業資料館長   羽賀諸橋轍次記念館長 

永田青尐年育成センター長        久住子育て支援課長 

長橋嵐南公民館長  佐藤井栗公民館長  鈴木本成寺公民館長 

渡辺大崎公民館長  石田大島公民館長  髙波栄公民館長 

味田下田公民館長  野村生涯学習課課長補佐兼中央公民館館長補佐 

金子生涯学習課課長補佐  小林生涯学習推進係長 

議     題 

 

（１）平成２５年度生涯学習事業等の概要について 

（２）委員の推薦について 

・図書館協議会委員 ・青尐年育成センター運営委員 

（３）中越地区社会教育委員連絡協議会代議員及び新潟県社会教育委員連絡協議会理事の 

推薦について 

（４）社会教育団体等の補助金について 

（５）社会教育委員・公民館運営審議会委員の研修について 

（６）その他 

   ・「三条市生涯学習市民意識調査」生涯学習に関するアンケート（案）について 

 

会 議 内 容 

 

  

別紙のとおり 
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金子生涯学習課長 

 

 

 

宗村市民部長 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

阿部議長 

 

金子生涯学習課長 

 

阿部議長 

 

 

 

 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

本日の出席予定の委員さん１２名がお揃いですので、これより平成２５年度

第１回社会教育委員会議及び公民館運営審議会を開催させていただきます。初

めに宗村市民部長からご挨拶を申し上げます。 

 

＜市民部長挨拶＞ 

 

社会教育委員会及び公民館運営審議会会議は議長、副議長が進行することに

なっておりますが、現時点では議長、副議長が不在ですので、選出までの間、

事務局の方で司会・進行をさせていただきたいと思います。 

初めに、自己紹介をお願いいたします。 

＜委員自己紹介＞ 

＜職員自己紹介＞ 

（３）「議長、副議長の選出について」に移らせていただきます。初めに、

議長の選出をお願いしたいと思います。議長の選出は委員の互選により行うこ

ととなっております。指名推薦という形でお願いしたいと思いますが、適任の

方がいらっしゃいましたらご推薦をお願いします。 

 

＜阿部凉子委員が適任という声あり＞ 

＜一同拍手で了承＞ 

＜阿部委員、議長席に移動＞ 

 

それでは、就任のご挨拶をお願いしたいと思います。 

 

＜議長就任の挨拶＞ 

 

これ以降の議事につきましては、議長さんの方からよろしくお願いします。 

 

副議長の選出について、いかがいたしましょうか。 

＜阿久津文雄委員（本日欠席）が適任という声あり＞ 

＜一同拍手で了承＞ 

事務局の方から、後ほどお伝えしていただきたいと思います。 

 

それでは、議事に入ります。（１）平成２５年度生涯学習事業等の概要につい

て、事務局より説明をお願いいたします。 

 

＜別紙「社会教育とは」について説明＞ 

 

 続いて、事業の説明に入らせていただきます。 

＜別添「平成２５年度 三条市の生涯学習」を主体に説明＞ 

主に以下の内容について説明。 
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阿部議長 

 

野村生涯学習課長

補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｐ２ 生涯学習課基本方針・重点目標」 

  前年までの社会教育委員の意見が反映されている。 

「Ｐ３～７ 生涯学習課事業計画」 

  1  事業への取組 

   ２ 生涯学習事業・会議 

社会教育委員会議兼公民館運営審議会（年 3回）、生涯学習推進会議

（年 2回）成人式は H26.3.21、生涯学習ボランティア養成講座、 

子ども読書活動推進事業、図書館協議会（年 3回） 

３ 芸術文化事業・会議 

文化芸術振興に関する懇談会、第 9 回三条市美術展、第 9 回三条市

音楽祭、音楽公演、青尐年文化振興事業、芸術鑑賞ツアー（9 回）、

岩田正巳生誕 120周年記念事業。 

４ 文化財事業・会議 

文化財保護審議会、ふるさと三条再発見事業、八十里越企画展、 

親子考古学教室 

 

続いて、公民館事業について説明をお願いします。 

 

 公民館事業の関係につきまして、説明させていただきます。 

＜別添「平成２５年度 三条市の生涯学習」及び、資料№１－２「平成２５年

度公民館事業開催要項」により説明。＞ 

 「Ｐ８ 公民館運営計画」 

  基本方針、重点目標について 

 「Ｐ９ 事業計画」 

  ９公民館の事業において、主に新規事業、重点事業、地域の特性を生かし

た事業についてのみ説明。 

＜中央公民館、主に次の事業について説明＞ 

井栗公民館の指定管理は順調に進行。大崎公民館の指定管理について

は、もう一年勉強させていただきたいという地元の意向である。通学合

宿事業は、三条市全域を対象に３地区に分けて実施する予定。 

 

＜嵐南公民館、主に次の事業について説明＞ 

ふるさと講座、さわやか大学、フレッシュ講座。 

 

＜三条東公民館、主に次の事業について説明＞ 

夏休みシアター、冬休みシアター、チャレンジ！知っ得講座、身近な防

災教育 

 

＜井栗公民館、主に次の事業について説明＞ 

チビッ子お菓子作り教室、読書サロン（未記載） 
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阿部議長 

 

 

米山委員 

 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

村田委員 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

＜本成寺公民館、主に次の事業について説明＞ 

ピノキオクラブ、体験交流会、実年教室、つきおか音楽会 

 

＜大崎公民館、主に次の事業について説明＞ 

どんぐりクラブ、男の料理教室、おおさき倶楽部、チャレンジ教室 

 

＜大島公民館、主に次の事業について説明＞ 

子ども映写会、親子ふれあい広場、男性料理教室、チャレンジクラブ 

 

＜栄公民館、主に次の事業について説明＞ 

おとなの学び家、ふるさと歴史探訪 

 

＜下田公民館、主に次の事業について説明＞ 

女性セミナ―、やさしい筆ペン教室 

 

生涯学習課・各公民館の説明を一区切りとして、質問、ご意見がありました

らお受けいたします。 

 

資料№１－１については言及がないのですが、平成２４年度公民館事業全般

の実施状況であり、参加人数や充足率、評価などが出ていて分かり易くなって

いますが、新しい委員さんは見方がよく分からないと思いますので、尐し説明

をお願いできたらと思います。 

 

平成２４年度事業につきましては今回省略させていただきましたが、各公民

館において青尐年から高齢者までの各生涯学習事業を、円滑に行ったと評価し

ております。この資料の見方については、時間帯や開催時間、受講者数、定員

に対する応募者における数充足率や、受講率、満足度や達成度を５段階評価と

したアンケートなどを表にまとめております。これにつきましては、今後、平

成２５年度の事業報告の時に改めてご説明したいと思いますのでよろしくお

願いいたします。 

 

三条市の生涯学習Ｐ３、「生涯学習課 事業計画」の、事業への取組の中で

（2）のスマートウエルネスの視点および環境の視点を取り入れるというのは、

どのようなことをするのでしょうか。 

 

各講座を開催するにあたり、例えば車を使わず、デマンド交通を利用するな

ど、歩いて公民館に来てもらうことで健康になってもらいたいというような視

点や、環境では、イベントでは紙コップや割り箸を使わないというような視点

をここに盛り込むというようなことです。 



 5 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

佐藤井栗公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部議長 

 

 

桑原委員 

 

金子生涯学習課長 

 

 

村田委員 

 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井栗公民館は今年度から指定管理者制度が導入され、２ヶ月くらいが経過し

ましたが、事業計画につきましては従来の方針で計画を立てられているかと思

います。実際は、来年度からが指定管理者の独自色を持ったような計画がされ

ていくかと思いますが、２ヶ月経過し、館長さんはどのように考えておられる

でしょうか。 

 

今年度から指定管理になりまして、事業は昨年度のうちに作ったものです。

昨年度の事業を踏襲していますが、そこでどれだけ人を集められるかという事

が重要です。コミュニティの役員が各地域に分散しておりますので、地域の皆

さんに口コミで伝えながら、できるだけ多くの人が公民館に足を運べるように

したいと思います。よって、公民館に集まる、公民館を利用する人がかなり多

くなると思います。来年度は、基本的に教養講座・文化講座を中心に、地域の

要望で１０～２０人のある程度の人数になれば公民館を開放して活動する。そ

れを今、取り組んでおりますので、指定管理になったメリットを最大限に活用

していきたいと考え、コミュニティと公民館で構想を練っているところです。

今のところ順調に滑り出しています。 

 

コミュニティや住民の方と協力して、自分達の公民館だという意識を持って

頑張っていただきたいと思います。 

 

指定管理の中にあるリージョンセンターはどのような施設なのでしょうか。 

 

リージョンセンターは栄の尾崎地区にあり、以前の栄北小学校の校舎を利用

した施設で、職員はいないですが３部屋の貸館施設です。 

 

指定管理者制度は、今のところは井栗公民館が実施され、大崎公民館は来年

になるかもしれないということですが、全部の公民館を指定管理にするように

進めているのですか。また、指定管理者制度の独自性とはどういうことでしょ

うか。 

 

９公民館あるうち、地区館と呼ばれる井栗公民館、本成寺公民館、大崎公民

館、大島公民館、この４つの公民館について、地域の団体の要望があれば指定

管理をするという市の方針になっております。他の公民館についてはその構想

はありません。その中で今回、井栗地区のコミュニティから要望があったので、

この指定管理者制度に移行しました。大崎公民館については大崎のコミュニテ

ィが、今この制度について学習中です。この制度を利用する一つの大きな意義

は、地元の団体が地元の公民館を運営することで、地域の事情をよく知ってい

ることから、使い勝手の良い意義ある活動等ができるだろうということで、こ

の制度を進めています。 
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阿部議長 

 

 

 

久住子育て支援課

長 

 

永田青尐年育成セ

ンター長 

 

 

高須図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽賀諸橋轍次記念

館館長 

 

 

 

阿部議長 

 

米山委員 

 

 

 

久住子育て支援課

長 

 

 

 

 

 

 

他に質問がございませんようでしたら、次に進ませていただきます。 

次に、子育て支援課、青尐年育成センター、図書館、歴史民俗産業資料館、

諸橋轍次記念館の順に説明をお願いいたします。 

 

＜資料№２－１「平成２５年度 家庭教育事業計画」、「平成２５年度 放課後

子ども教室推進事業計画」について総括的に説明。＞ 

 

＜資料№２－２「平成２５年度 三条市青尐年育成センター運営計画（案）」

について総括的に説明。＞ 

  当運営委員会の承認をまだ得られていないため、（案）となっている。 

 

＜「平成２５年度三条市の生涯学習－Ｐ４９三条市立図書館運営計画」により

説明＞ 

図書館ボランティアの養成と活動範囲の拡大、自動車文庫の運行、読書

会活動の支援、ナクソス・ミュージック・ライブラリー、「図書館を使っ

た調べる学習」の推進 

 

＜「平成２５年度 三条市の生涯学習－Ｐ５５歴史民俗産業資料館運営計画」

により主に次の事業について説明。＞ 

岩田正巳画伯記念事業、三条歴史講座 2013 

 

＜「平成２５年度 三条市の生涯学習－Ｐ５８諸橋轍次記念館運営計画」によ

り主に次の事業について説明。＞ 

生誕 130周年事業（その 1～その 3）八十里越え関連展示会、 

博士の日（6月 9日）開催 

 

以上、事業概要の説明で何かご質問ございますか。 

 

子育て支援課の放課後子ども教室推進事業について、放課後子ども教室１０

校とありますが、今後は増えるのかどうか。また、一体校ができるとどのよう

になるのでしょうか。南小学校は今までどおり続けてほしいと思います。 

 

放課後子ども教室は、校内にある児童クラブと一体となって、地域の方々に

も参画いただいて全児童対象にやっている事業であり、放課後子どもプランと

して進めてまいりました。校内に児童クラブのある、またできる裏館小学校、

一ノ木戸小学校、嵐南小学校などがあるわけですが、この中には地域に開放す

る施設も持っているところもあります。 

そもそも放課後子ども教室は、地域の方々に、私たちが無理やりやらせる形

ではなかなかできない状況があります。立ち上げることだけが目的ではないと

いうところが大きく、今、既設１０校で連絡協議会を立ち上げ、悩み、課題、
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佐藤委員 

 

 

 

 

久住子育て支援課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

阿部議長 

 

 

成果などを話し合ってもらう会を開いておりますが、どうやって地域が自主的

な子ども達の居場所として作れるかが最大のポイントだと聞いております。地

域やＰＴＡとじっくり話し合いながら進めてまいりたいということで、今年度

はこの学校を開設するという予定はありません。 

また、一体校として嵐南小学校が来年４月開校されますが、今、統合の準備

委員会で進めております。その中で、放課後子ども教室について今後どうする

のかを検討させていただきましたが、統合後放課後子ども教室を実施していた

南小学校などについてはいったん終了とし、一体校になってから改めて検討し

ようということで協議がなされたところですのでよろしくお願いします。 

 

児童クラブに行けない子ども達がどの程度いるのかという把握はされてい

るのでしょうか。その子ども達の対応を行政がするのか、地域がするのか。塾

にも児童館にも行けない子ども達のフォローはどうするのか。これは大きな問

題と思っておりますので、担当課の考え、情報等をお聞かせいただきたい。 

 

放課後の子どもの教育の責任は、家庭であると思っております。何人が児童

クラブに行っていなく居場所のないか、何人が塾に行っているのか、人数まで

は捉えておりません。ネット社会と言われる状況で、子ども達はあまり外に出 

ないことからどのようにすごしているのか等、数年前、全児童生徒対象では

ありませんが、小学校から高校生に対し子どもの居場所ということでアンケー

トを取りました。詳細は今持っておりませんが、私の記憶の中では「家で過ご

す」という子どもが多く、そこに親がいるのかどうかは分かりませんが、家で

過ごす子どもが多くなっているのは現状だと思います。子ども達を、外へ出す

魅力ある場所はどのようなものなのか検討することは課題であろうと検証し

た経緯がございます。 

 

年寄りと同居する家族は尐なくなり、共働きの家庭は多くなる社会。昔から

出ている放課後の子ども達をどのようにしたらよいのか、これからも大きな課

題と考えます。私達も話し合ってゆけたらと思います。 

他に無いようでしたら、議題（２）に移らせていただきます。 

（２）委員の推薦についてでございます。図書館協議会委員、青尐年育成セ

ンター運営委員をそれぞれ１名、この委員の中から選出することになります。

どなたか、私がなりますという方はいらっしゃいますか。事務局の案はありま

すか。 

 

特別ありません。 

 

それでは、私の方から推薦させていただきたいと思います。 

図書館協議会委員に倉品委員さん、青尐年育成センター運営委員に村田委員さ

んにお願いできますでしょうか。皆さんよろしいでしょうか。 
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金子生涯学習課長 

 

 

 

阿部議長 

 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

阿部議長 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

 

阿部議長 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

阿部議長 

 

金子生涯学習課長 

 

＜一同拍手＞ 

それではお二人に２年間よろしくお願いします。 

次に（３）中越地区社会教育委員連絡協議会代議員及び新潟県社会教育委員連

絡協議会理事の推薦についてですが、事務局から説明がありますか。 

 

各市町村で社会教育委員から１名ずつ選出することになっております。中越地

区社会教育委員連絡協議会等には、代々、議長若しくは副議長にお願いしており

ます。できれば、議長さんにお願いしたいと思っております。 

 

わかりました。私が受けさせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

 

＜一同拍手＞ 

それでは、次に移らせていただきます。事務局、説明をお願いいたします。 

 

＜資料№３「平成２５年度 社会教育団体等補助金」について説明＞ 

文化団体育成補助金７６０，０００円の内訳として、三条市文化団体協会補

助金６９４，０００円、三条市民謡連盟補助金６６，０００円を報告。 

よろしくお願いいたします。 

 

この補助金についてご質問はありませんか。 

無いようですので、（５）社会教育委員・公民館運営審議会委員の研修につ

いての説明をお願いします。 

 

＜資料№４「平成２５年度 社会教育委員研修等日程」「平成２５年度 公民

館運営審議会委員研修等日程」について説明＞ 

  第 13回県社会教育研究大会・第 52回中越社会教育研究集会につきまして

は、巡回順で今回三条市が発表割当。研究テーマに添った市町村の発表にな

りますので、人選は後日議長と協議し、決めさせていただきたいと思います。 

  

たくさんの研修会のご案内がありましたが、質問等ございますか。 

私の方からお聞きしたいと思います。交通手段と、出席した場合の費用弁償は

出るのでしょうか。 

 

交通手段としてはマイクロバスを用意させてもらいます。費用弁償も支出い

たしますのでよろしくお願いいたします。 

 

なるべく皆さん、大勢の出席をよろしくお願いいたします。 

 

関連して、追加資料もありますので見ていただきたいと思います。 

＜追加資料：「第 54 回関東甲信越静公民館研究大会新潟大会・第 64 回新潟県
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阿部議長 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

阿部議長 

 

米山委員 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

桑原委員 

 

 

 

 

金子生涯学習課長 

 

 

 

阿部議長 

 

 

金子生涯学習課長 

 

阿部議長 

 

 

公民館大会・第 61 回中越地区公民館研究大会の案内」、「社会同和教育市町村

巡回研修会の案内」について説明。＞ 

  

皆さんよろしくお願いいたします。 

それでは（６）その他・「三条市生涯学習市民意識調査」生涯学習に関する

アンケート（案）についての説明をお願いいたします。 

 

生涯学習の意識調査アンケートを実施したいということで、アンケート用紙

の案を配付させていただきましたのでご覧いただきたいと思います。生涯学習

推進計画が再来年度から新しい計画となる予定です。今年度、来年度にかけて

策定作業をしますが、基礎的な資料を得るということで生涯学習に関するアン

ケートを取らせてもらいたいということでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

＜アンケートの概要について説明＞ 

 

これについてご質問はありませんか。 

 

1,100人というのはどこから出た数字でしょうか。 

 

アンケート調査等標本調査をする時の、母集団の人数１０万人の有効数字と

して 1,100人となり、数式があってこの数値となっています。市内各地域から

ランダムに選ばれます。 

 

内容について気になることがあるのですが、設問文言の統一はできないので

しょうか。問１４についての選択の中に「図書館」が３つあります。 

問２１の「体育指導者」という表現は、現在、一般的には「スポーツ指導者」

が適当ではないでしょうか。 

 

体育指導者の名称については確認いたします。図書館が３つあるのは誤植で

す。失礼いたしました。設問の文言も統一させていただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

アンケートは皆さんもやってみてください。再度、もう一度いただけるので

しょうか。みんなでやってみましょう。 

 

もう一度直させていただきます。 

 

他にご質問がありますか。大変盛りだくさんで、２時間でこなすのは大変で

したが、本日用意された議題につきましては無事終了することができました。

スムーズな進行にご協力ありがとうございました。なお、本日の会議の記録に
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野村生涯学習課長

補佐 

 

 

 

阿部議長 

つきましては、生涯学習課職員が作成した記録に基づき、私と事務局が確認の

うえ、会議録として調製させていただきますのでご了解ください。 

以上で本日の会議を終了したいと思いますが、事務局から諸連絡があればお

願いいたします。 

 

委員の皆様からは新潟県社会教育委員連絡協議会に自動的に加入していた

だくことになりますが、一人５００円の個人負担が求められます。文書が到着

しだい、後日、連絡させていただきますので手続きの方よろしくお願いいたし

ます。 

 

本当にお疲れ様でございました。初めての会で驚きになられたことと思いま

すが、私達は二つの役員をやっております。２時間でもびっしりでございまし

たが、これに懲りずご出席よろしくお願いしたいと思います。また職員の方々、

施設の方々、お疲れ様でございました。 

 

 


